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研究要旨 

 爆傷基礎研究を行い、爆傷の防護・治療法に関する新知見を得た。ブタに対する防衛

医科大学校内に設置したブラストチュープを用いた研究、あるいはマウスにレーザー誘

起衝撃波を曝露した爆傷モデルを用いた研究の結果等から、防弾チョッキを装着する

と、呼吸停止の発生率を下げて爆発に対する救命効果があることが明らかになった。ま

た、胸部全体と延髄を含む脳幹部を護ると爆発よる即死を免れる可能性が示唆された。

さらに、爆発直後の神経学的反射等による血圧低下に対して、ノルアドレナリンを投与

すると生存率が上がることが示唆された。 

Ａ．研究目的 

 防衛省・自衛隊において爆傷基礎研究を

行い、爆傷の新規防護・治療法に関して救命

救護に役立つ提言を行う。 

Ｂ．研究方法 

 防衛医科大学校防衛医学研究センター内

に設置したブラストチューブを用いて、駆

動圧 3.0MPaで鎮痛剤・鎮静剤麻酔下のブタ

約40kgを使用し、自衛隊で用いているType2

の防弾チョッキの装着が超急性期の救命に

繋がるか否かの研究を行った。また、胸部や

後上頸部を守る鋼鉄製の防護具を作成して、

その救命効果についても研究した。さらに、

麻酔をかけたマウスにレーザー誘起衝撃波

（LISW）を曝露する防衛医科大学校の爆傷

オリジナルモデル等を用いて、両側胸背部

に LISW照射後の致死的モデル等に対するカ

テコラミンの救命効果について研究した。

（倫理面への配慮） 

中動物を用いた爆傷研究であるが、急性

期の研究として静脈麻酔をかけたまま研究

を終了してエンドポイントを設定せず、防

衛医科大学校の動物倫理委員会の承認を得

て実施している。 

Ｃ．研究結果 

自衛隊で用いている Type2 の防弾チョッ

キを装着すると、呼吸停止の発生率を下げ

て、爆発に対する救命効果があることが明

らかになった。また、鋼鉄製の防護具を装着

して、胸部全体と延髄を含む脳幹部を護る

と呼吸停止が発生せず、爆発よる即死を免

れる可能性が示唆された。さらに、爆発直後

に発生する神経学的反射等による血圧低下

に対してノルアドレナリンを投与すると、

著しく低下した末梢血管抵抗を改善させて

血圧低下を回復させ、生存率を上げること

が分かった。 

Ｄ．考察 

 防衛医科大学校に設置されたブラストチ

ューブでは 1 次爆傷（衝撃波損傷）と 3 次
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爆傷（爆風による鈍的外傷）の複合型損傷を

再現性よく発生させることができる。また、

閉鎖空間における衝撃波および爆風の曝露

によって、開放空間よりも重度の爆傷が生

体に生じる。駆動圧 3.0MPa のコントロール

のブタの生存率は約 50%であり、type2の防

弾チョッキを着用させると呼吸停止の発生

率が低下して、呼吸停止したブタも自発呼

吸が自然に回復して生存率 100%であった。

また、胸部と上後頸部を保護した鋼鉄製の

防御具装着のブタは、呼吸停止を発生させ

ず全て生存した。以上のことより、胸部と上

後頸部の防御が即死を免れるには重要であ

ることが示唆された。 

 一方、小動物のマウスに LISWを用いて行

った研究では、衝撃波の胸部への曝露直後

に発生する著しい血圧低下に対して、ノル

アドレナリンの直後投与がアドレナリンや

ドブタミンよりも血圧回復に有効であり、

救命率の向上を認めた。ブラストチューブ

を用いてブタに衝撃波・爆風を曝露させた

研究でも、直後に発生した血圧低下に対し

てノルアドレナリン投与が血圧上昇に有効

であったので、爆傷の救命即時治療にノル

アドレナリン投与の有用性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

 防衛医科大学校において爆傷基礎研究を

行い、従来の防弾チョッキの救命効果が明

らかになり、超急性期に死亡に至らないた

めには延髄を含めた脳幹部を保護するフル

フェイスの防護具の開発が有用と考えられ

た。また、直後の神経学的なショックに対す

る救命治療にノルアドレナリン投与の有効

性が示唆された。 
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